
第２節　商業

目指す将来像

基本方針

主要事業

　町の特産品の創出などにより、観光と連携した販売力や競争力が向上し、その相乗効果として、にぎわ
いと活気を生み出すまちとします。

　商業者の活力の向上を目指し、担い手の育成や経営基盤の強化を進めます。また、特産品の開発や新た
なにぎわい拠点の創出を観光振興につなげます。商工・観光をはじめ、商業者の協力体制の強化を推進し、
住民ニーズに応じた商業機能の充実を図ります。

主要事業 実施団体等 事業概要

商業者の活力の向上 町・商工会

・大型店との共存
・小売業者の育成・経営強化
・特産品の開発
・創業支援

・商業者、観光協会との連携
・広域的な連携と観光資源の発掘
・民間活力の導入による広域的な対流・交流拠点の促進

・商業店舗の誘導幹線道路沿い商業の発展 町・商工会

観光振興の整備 町・商工会・
観光協会・民間

◆事業者は地域に密着したサービスの充実を図りましょう。
◆事業者は関係機関と連携して特産品の開発を図りましょう。
◆消費者は地元での消費を心がけましょう。

◆創業支援事業計画

関連する個別計画など

◆生産者は質が高く、安全な農産物の生産や消費者に対する農産物情報の提供に努めましょう。
◆生産者は環境を考慮した循環型農業に取り組みましょう。
◆生産者は次世代農業を担う後継者育成に取り組みましょう。
◆消費者は地産地消の考え方で、町内で採れた農畜産物を優先的に購入しましょう。
◆消費者は家族農園の利用や、農作業体験に参加するなど積極的に「農」に親しみましょう。

◆都市計画マスタープラン　◆緑の基本計画　◆農業振興地域整備計画　◆食育推進計画
◆農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想
◆農業の有する多面的機能の発揮の促進に関する計画　◆人・農地プラン

関連する個別計画など

未来へつなぐ産業のまち第５章　  基本目標５

第１節　農業

目指す将来像

基本方針

主要事業

　安全・安心・新鮮な農畜産物を安定して提供する魅力ある農業の実現に向け、ブランド化や６次産業化により
農畜産物に付加価値を与え、地産地消を進めるなど、地域特性を生かした農業が盛んなまちとします。

　農地の集積・集約化を進め、農業がしやすい環境を整えるとともに、若い世代の農業の担い手を育成及び確
保を図り、耕作放棄地の対策をすすめます。また農畜産物の阿久比ブランド化などの促進や特産物の積極的な
PR、農家レストランなどの６次産業化、観光農業の促進などにより、環境変化に即した多面的な農業振興施策
を計画的に進めます。
　また、用水路などの農業用施設が有効に利用できるよう施設の適切な維持管理に努めます。

主要事業 実施団体等 事業概要

農業生産基盤の充実

農業の担い手育成・確保

生産性の向上促進とブランド化

環境にやさしい農業の推進

地産地消の推進

県・町・
土地改良区

町・農協

町・農協

町・農協

町

・農業用施設の整備　・農地の集積集約化の推進
・耕作放棄地対策事業の推進
・宮津、阿久比・矢高地区の農業生産基盤整備の推進
・青年農業者との交流の促進
・新規農業者の研修会・交流会の開催
・農産物のブランド化の促進　・農業関係資金の活用促進
・減農薬・減化学肥料栽培の推進
・土壌汚染防止の監視強化　・畜産農場の臭気測定
・各種イベントによる啓発活動　・直売所の拡充強化

・観光農園、家庭菜園の推進

・景観整備と連携した農地の保全　・農業用施設の維持管理

観光農業の推進 町・農協・
観光協会

・農業者の経営安定化の推進
・農地所有適格法人へ農地情報の提供農業経営の推進 町・農協

農村景観の保全 町

住民とのパートナーシップ

住民とのパートナーシップ
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第２節　商業

目指す将来像

基本方針

主要事業

　町の特産品の創出などにより、観光と連携した販売力や競争力が向上し、その相乗効果として、にぎわ
いと活気を生み出すまちとします。

　商業者の活力の向上を目指し、担い手の育成や経営基盤の強化を進めます。また、特産品の開発や新た
なにぎわい拠点の創出を観光振興につなげます。商工・観光をはじめ、商業者の協力体制の強化を推進し、
住民ニーズに応じた商業機能の充実を図ります。

主要事業 実施団体等 事業概要

商業者の活力の向上 町・商工会

・大型店との共存
・小売業者の育成・経営強化
・特産品の開発
・創業支援

・商業者、観光協会との連携
・広域的な連携と観光資源の発掘
・民間活力の導入による広域的な対流・交流拠点の促進

・商業店舗の誘導幹線道路沿い商業の発展 町・商工会

観光振興の整備 町・商工会・
観光協会・民間

◆事業者は地域に密着したサービスの充実を図りましょう。
◆事業者は関係機関と連携して特産品の開発を図りましょう。
◆消費者は地元での消費を心がけましょう。

◆創業支援事業計画

関連する個別計画など

◆生産者は質が高く、安全な農産物の生産や消費者に対する農産物情報の提供に努めましょう。
◆生産者は環境を考慮した循環型農業に取り組みましょう。
◆生産者は次世代農業を担う後継者育成に取り組みましょう。
◆消費者は地産地消の考え方で、町内で採れた農畜産物を優先的に購入しましょう。
◆消費者は家族農園の利用や、農作業体験に参加するなど積極的に「農」に親しみましょう。

◆都市計画マスタープラン　◆緑の基本計画　◆農業振興地域整備計画　◆食育推進計画
◆農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想
◆農業の有する多面的機能の発揮の促進に関する計画　◆人・農地プラン

関連する個別計画など

未来へつなぐ産業のまち第５章　  基本目標５

第１節　農業

目指す将来像

基本方針

主要事業

　安全・安心・新鮮な農畜産物を安定して提供する魅力ある農業の実現に向け、ブランド化や６次産業化により
農畜産物に付加価値を与え、地産地消を進めるなど、地域特性を生かした農業が盛んなまちとします。

　農地の集積・集約化を進め、農業がしやすい環境を整えるとともに、若い世代の農業の担い手を育成及び確
保を図り、耕作放棄地の対策をすすめます。また農畜産物の阿久比ブランド化などの促進や特産物の積極的な
PR、農家レストランなどの６次産業化、観光農業の促進などにより、環境変化に即した多面的な農業振興施策
を計画的に進めます。
　また、用水路などの農業用施設が有効に利用できるよう施設の適切な維持管理に努めます。

主要事業 実施団体等 事業概要

農業生産基盤の充実

農業の担い手育成・確保

生産性の向上促進とブランド化

環境にやさしい農業の推進

地産地消の推進

県・町・
土地改良区

町・農協

町・農協

町・農協

町

・農業用施設の整備　・農地の集積集約化の推進
・耕作放棄地対策事業の推進
・宮津、阿久比・矢高地区の農業生産基盤整備の推進
・青年農業者との交流の促進
・新規農業者の研修会・交流会の開催
・農産物のブランド化の促進　・農業関係資金の活用促進
・減農薬・減化学肥料栽培の推進
・土壌汚染防止の監視強化　・畜産農場の臭気測定
・各種イベントによる啓発活動　・直売所の拡充強化

・観光農園、家庭菜園の推進

・景観整備と連携した農地の保全　・農業用施設の維持管理

観光農業の推進 町・農協・
観光協会

・農業者の経営安定化の推進
・農地所有適格法人へ農地情報の提供農業経営の推進 町・農協

農村景観の保全 町

住民とのパートナーシップ

住民とのパートナーシップ
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第３節　工業

　既存企業の活性化や新たな産業開発などの促進が、地域活力の向上と雇用の場の確保を生み出す元気な
まちとします。

　地域活力の向上と雇用の場の確保に向け、工業用地の確保とそれに伴うアクセス道路、上水道の整備検討
及び企業誘致の検討をするとともに、既存企業の活性化や新たな産業開発などを促進します。

主要事業

未来へつなぐ産業のまち第５章　    基本目標５

目指す将来像

基本方針

主要事業 実施団体等 事業概要

工業用地の確保 町 ・工業用地の確保・企業誘致

企業立地促進施策の推進 町 ・企業立地や促進施策の推進

中小企業の経営強化 町・商工会 ・商工業振興事業の充実

農商工連携事業の推進 町・商工会 ・特産品の開発

◆事業者は新商品の開発や新規事業への進出など積極的に取り組みましょう。
◆農・商・工が連携して特産品の開発を進めましょう。

◆導入促進基本計画

関連する個別計画など

第４節

目指す将来像

基本方針

主要事業

　勤労者が健康でやりがいのある一人ひとりにあった雇用の場を確保することで、働き手がワーク・ライ
フ・バランスを実現した暮らしのできるまちとします。

　勤労者が健康で快適に働くことができる環境づくりに向け、雇用・就労に関する情報提供、雇用機会の確
保、勤労者福祉の充実に努めます。

主要事業 実施団体等 事業概要

雇用機会の確保 県・町・商工会 ・ハローワークなど関係機関との連携

・勤労者福祉の充実

・勤労者住宅資金融資制度の啓発

・知多地区勤労者福祉サービスセンターへの支援・加入促進

・勤労福祉センターの設備更新

勤労者福祉の充実 町

勤労福祉センターの維持管理 町

◆事業者は若年者、女性、高齢者、障がい者の雇用機会の提供に努めましょう。
◆事業者は勤労者の健全な心身保持のため、働きやすい環境づくりや福利厚生の充実を図りましょう。

◆あいち産業労働ビジョン

関連する個別計画など

就労対策・
勤労者福祉

住民とのパートナーシップ
住民とのパートナーシップ

勤労福祉センター （エスペランス丸山）
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第３節　工業

　既存企業の活性化や新たな産業開発などの促進が、地域活力の向上と雇用の場の確保を生み出す元気な
まちとします。

　地域活力の向上と雇用の場の確保に向け、工業用地の確保とそれに伴うアクセス道路、上水道の整備検討
及び企業誘致の検討をするとともに、既存企業の活性化や新たな産業開発などを促進します。

主要事業

未来へつなぐ産業のまち第５章　    基本目標５

目指す将来像

基本方針

主要事業 実施団体等 事業概要

工業用地の確保 町 ・工業用地の確保・企業誘致

企業立地促進施策の推進 町 ・企業立地や促進施策の推進

中小企業の経営強化 町・商工会 ・商工業振興事業の充実

農商工連携事業の推進 町・商工会 ・特産品の開発

◆事業者は新商品の開発や新規事業への進出など積極的に取り組みましょう。
◆農・商・工が連携して特産品の開発を進めましょう。

◆導入促進基本計画

関連する個別計画など

第４節

目指す将来像

基本方針

主要事業

　勤労者が健康でやりがいのある一人ひとりにあった雇用の場を確保することで、働き手がワーク・ライ
フ・バランスを実現した暮らしのできるまちとします。

　勤労者が健康で快適に働くことができる環境づくりに向け、雇用・就労に関する情報提供、雇用機会の確
保、勤労者福祉の充実に努めます。

主要事業 実施団体等 事業概要

雇用機会の確保 県・町・商工会 ・ハローワークなど関係機関との連携

・勤労者福祉の充実

・勤労者住宅資金融資制度の啓発

・知多地区勤労者福祉サービスセンターへの支援・加入促進

・勤労福祉センターの設備更新

勤労者福祉の充実 町

勤労福祉センターの維持管理 町

◆事業者は若年者、女性、高齢者、障がい者の雇用機会の提供に努めましょう。
◆事業者は勤労者の健全な心身保持のため、働きやすい環境づくりや福利厚生の充実を図りましょう。

◆あいち産業労働ビジョン

関連する個別計画など

就労対策・
勤労者福祉

住民とのパートナーシップ
住民とのパートナーシップ

勤労福祉センター （エスペランス丸山）
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